












































































 第 3 に，情報の転送速度の増大がある。新しい土地で一からやり直そうと考えている人
にとって，いまや個人情報はその人の移動よりも早く転送されることができる。 


























































ーグ大学情報科学部（School of Information Sciences, University of Pittsburgh. 学
部・大学院両方に図書館情報学専攻を有する）では，情報倫理に関する通常科目や連続講
義を開設し，かつ，情報倫理をテーマとする学生に対する研究奨学金制度を設けている(10)。
また，アリゾナ大学情報資源・図書館学部（School of Information Resources & Libra




以下の ALISE の宣言から見てとることができる。  
ALISE は，北米における図書館情報学の大学院課程の教員を支援する非営利団体である。
個人会員数は 500，機関会員数は 60 以上に上る。その情報倫理に関する専門部会が 2006
年 10 月，「図書館情報学教育における情報倫理教育に関する宣言」（Position statement 
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